
大
項
目

中項目 小項目 具体的方策（評価指標・観点） 成果と課題 改善方策 第三者委員からの意見

① 教育目標について
「至誠力行」の校訓の下、次の社会を担い、世界
に雄飛する人材を育成する。 A

・学校経営方針を全教職員で共有するとともに、それ
に基づいた各分掌の計画を確認した。

・自学自習の重要性を伝えながら、より具体的な取組を
実施する。

適切に実施されています。

② 教育計画について

第２期ＳＳＨの３年目の教育活動を計画に基づい
て進める。
また、学習指導要領の改訂にともなう高校の教育
課程を編成する。

A

・コロナ禍にあって、ＳＳＨベトナム研修などが実施で
きなかったが、代替研修を実施するなど、当初の目的
を達成するよう努力した。
・新たな高校新教育課程を編成した。

・ＳＳＨについては、課題研究を充実させるために、ルー
ブリックに基づいた評価をＨＰで公開するとともにその実
践をさらに進める。第３期SSH指定に向け、研究テーマ
及び研究方策を明確にしていく。

適切に実施されています。

③　スクールポリシーにつ
いて

学校ビジョン委員会を設置して、スクールポリ
シー等について検討を始める。

B

・学校ビジョン委員会を３回開催し、本校の現状と課
題等について協議した。今後、各課程における目標
を明確にすることで、３つのポリシーの策定につなげ
る。

・学校ビジョン委員会を継続して開催し、課題解決に向
けた具体的方向性を探る。

適切に実施されています。

① 学習指導計画の立案に
ついて

６カ年を見通して、各学年および各教科におい
て、学習指導計画を策定し、その計画に基づき
授業を実施する。 B

・中１・中２の英語・数学の授業で少人数授業を継続
して実施している。
・学習計画については、スタンダードが定まらず、教
科の統一感をより強化する必要がある。

・各教科における教科指導の課題を明確にするととも
に、観点別評価の研究を進める。

観点別評価については、早急に研究を進めら
れることを期待します。

② 指導方法の工夫

生徒の深い学びや学習内容の定着に向け、授
業改善に努める。
（生徒アンケート）
①私は、授業を通して学習内容を深く考えること
ができているかどうか。
②授業は、新たな知識を得たり、疑問を解決した
りするために役立っているかどうか。
③学校のコンピュータや情報通信（ICT)に関連
する施設・設備が充実しているかどうか。

B

・年２回、教科ごとに研究授業を実施した。
また、ICT教育推進委員会を設置し、ICTのより効果
的な活用方法を研修するとともに、来年度の新入生
からipadを導入することとした。
・今後は学力向上や学習内容の確かな定着に向けて
の具体的取組を検討する必要がある。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」90.0％であるが、
　「そう思う」だけでは33.8％。
②「（どちらかと言えば）そう思う」94.1％
③「（どちらかと言えば）そう思う」84.0％

・学力向上推進委員会を設置し、中学校、高等学校そ
れぞれの課題を共有し、改善の方向を協議する。
・ICT教育推進委員会が中心となり、全職員がICTを積
極的に活用できるよう、研修会を開催する。
・すべての教員が、ICTを活用し学習内容を深く考えさ
せる授業方法を創意工夫しなければならない。

課題を適切に把握し、適切な改善方策を計画さ
れています。

（３）
道徳

(人権教育)
道徳(人権教育)について

人権感覚や規範意識を身に付けるように指導計
画を作成し、人権教育活動を実施する。
（保護者アンケート）
①授業や映画鑑賞などを通して、適切な人権教
育が行われているかどうか。
（生徒アンケート）
②ホームルームや学級活動の時間などで、自分
の生き方、あり方について考える機会があるかど
うか。

B

・人権教育部による「心のプリント」を毎月配布するとと
もに、中高において、それぞれ人権映画会を実施し
た。
・生徒会・各委員会において、人権啓発を意識した取
組を展開できた。
・中学校「特別の教科道徳」の３年間を見据えた指導
計画の改善が必要である。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」90.7％であるが、
　「そう思う」だけでは32.7％。
②「（どちらかと言えば）そう思う」68.9％であるが、
　「そう思う」だけでは26.4％。

・ホームルームや学級活動の時間などにおいて、人権教
育部の計画に基づき、生徒の実態に合った人権教育を
各担任が工夫して行う必要がある。また、人権に関する
様々な課題について、自分と他者の違いを認め合い、
互いを尊重することについて考えさせるなど、当事者意
識を持たせながら進める必要がある。
・地道で継続的な取組により、人権意識の向上を図る。
特に、委員会活動の取組をさらに自主的なものにする。

道徳の時間を中心として「心のプリント」や人権
映画会など、生徒に生き方や人権について考
えさせる機会が、適切に設けられています。取
組それぞれについて、質問紙等で生徒や保護
者の受けとめを確認しながら、より生徒の実態に
応じた人権教育を推進されることを期待します。

① 生徒会活動について

自主的・主体的に行動できるよう、生徒会指導部
を中心に、適切な指導と助言をおこなう。
（生徒アンケート）
①生徒会（委員会）活動やホームルーム（学級）
活動に積極的に取り組んでいるかどうか。

B

コロナ禍のなか、生徒会役員・文化祭実行委員会を
中心に生徒自らが「新しい生活様式における文化祭」
を企画・運営し、自主的かつ主体的な力を存分に発
揮した。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」63.5％であるが、
　「そう思う」だけでは中学校では22.0％。

・今後もコロナの感染状況を注視しながら、生徒の自主
的かつ主体的な取組を見守る。
・特に中学校での学級活動において、生徒の自発的か
つ自治的な活動が助長されるよう、計画的な事前準備を
実施する。

新型コロナ感染拡大の中、生徒に主体的に考
えさせ、文化祭等を運営させられたこと、先生方
はご苦労されたことと思いますが、生徒の大きな
学びになっていることと考えます。今後も学級活
動、ホームルーム活動等についても生徒が主体
性を発揮できるよう計画的に取り組まれることを
期待します。

② クラブ活動について

クラブ活動をとおして、心身の健全な育成のみな
らず、挨拶等の礼儀や協調性を育んむ。
（保護者アンケート）
①部活動を通して、生徒の人間形成が育まれて
いるかどうか。
（生徒アンケート）
②部活動は充実していたかどうか。
③勉強と部活動の両立ができたかどうか。

B

コロナ禍のなか、目標をもって活動し続けることが出
来た。挨拶の励行が課題である。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」88.9％
②「（どちらかと言えば）そう思う」95.0％
③「（どちらかと言えば）そう思う」88.9％であるが、
　「そう思う」だけでは32.4％。

・運動・文化部活動の在り方に関するガイドラインを踏ま
えつつ、本校の特色である文武両道をより高いレベルで
実現できるよう、両立ができている生徒やできていた卒
業生に、その取組方法や意識の持ち方などを発表する
場を設け、生徒全体の意識改革を行う。

各教科の学習とバランスを取りながら、部活動に
ついても適切に行われています。改善方策に示
された方法も適切で効果的であると考えます。
挨拶の励行についても計画的に指導されること
を期待します。

（４）
特別活動等 B
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（５）
総合的な学
習の時間の

指導

特別講座、
「卒業論文（課題研究J）」に
ついて

広い視野を養い、興味・関心を高めるために、学
外から有識者を招聘した特別講座等を実施す
る。
また、中３における「卒業論文（課題研究J」の指
導を工夫する。
（中３生徒アンケート）
①卒業論文（課題研究J）を通して得るものがあっ
たかどうか。

A

・中学３年生を対象に特別講座「法学教室」「財政教
室」を実施した。また、ＳＳＨ事業の一環として、科学
に対する興味・関心を高めるため、出前講義や公開
講座を開催した。
・中３生一人一人が「卒業論文（課題研究J）」を完成し
た。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」88.7％

・可能な限り、外部人材による講座等を企画し、生徒の
多様なニーズに対応していく。
・「卒業論文（課題研究J）が課題研究にスムーズに繋が
るものとなるよう、内容、方法を検討する。

たいへん質の高い取組が実施されています。

① 生徒指導について

集団生活のマナーやルールを理解させるとともに
基本的な生活習慣を確実に確立させるよう指導
する。また、いじめアンケート等をとおして、いじ
め事象の早期発見・解決を図る。
（いじめ問題認知率１００％）
（保護者アンケート）
①いじめを許さない取組が適切に行われている
かどうか。
②規範意識や基本的な生活習慣が身につくよう
に指導が行われているかどうか。
（生徒アンケート）
③学校では、生活面の指導が適切に行われてい
るかどうか。
④私は、校内清掃や美化にしっかり取り組めてい
るかどうか。

B

・学級活動やホームルーム活動等をとおして、集団生
活のマナーやルールを理解させることに努めた。
いじめ事象の現状・・・・SNSの不適切な利用によるも
のが多い。背景にコミュニケーションを図る上で相手
の気持ちをくみ取ることができないことがある。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」78.9％であるが、
　「そう思う」だけでは18.0％。
②「（どちらかと言えば）そう思う」84.5％
③「（どちらかと言えば）そう思う」83.8％
④「（どちらかと言えば）そう思う」86.1％

・中学校における基本的生活習慣の向上を図り、集団に
おける自分を自覚させる取組を展開する。
・生徒指導部と学年団が連携し、年間３回の「いじめに関
するアンケート」により、いじめに繋がる可能性を早期に
発見し、早期に対応する。
・規範意識や基本的な生活習慣を生徒に身につけさせ
ために、すべての教職員が繰り返し粘り強く生徒と向き
合う必要がある

日々のあらゆる教育活動を通して、丁寧に取り
組まれていると考えます。引き続き、丁寧に取り
組んで行かれることを期待します。

② 教育相談等について

中学・高校という思春期特有の多様な悩みを
持った生徒に対し、教育相談の体制を充実し、
その支援を図る。
（保護者アンケート）
①生徒の悩みを把握して迅速な対応が行われて
いるかどうか。
②スクールカウンセリングの体制が整い、必要な
ときに活用できるかどうか。
（生徒アンケート）
③先生は、生徒の悩みや困り事を把握して迅速
に対応しているかどうか。
④必要なときに保健室やカウンセリング室で悩み
の相談ができるかどうか。

B

日常の教職員による相談活動の他に、スクールカウン
セラーとの面談を設定することで、相談を必要とする
生徒・保護者への対応に努めている。
生徒指導情報共有システムを導入し、各生徒の課題
等を必要に応じて教員間で共有できた。
スクールカンセラー活用状況(2月まで）
　　　　　中学23件のべ73回
　　　　　高校35件のべ102回
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」72.9％
②「（どちらかと言えば）そう思う」78.0％
③「（どちらかと言えば）そう思う」75.0％
④「（どちらかと言えば）そう思う」65.4％

・今後もスクールカウンセラーを週２日配置し、有効的な
活用を図るとともに、教育相談体制について生徒・保護
者への周知が必要である。
・生徒指導情報共有システムの効果を検証していく。

教育相談の体制が適切に整えられていると考え
ます。改善方策にも示されているとおり、より相
談を受けやすいよう周知に努められることを期
待します。

（７）
進路指導 進路指導について

生徒の進路実現に向け、学年に応じた学力養成
のための指導を実施する。
（保護者アンケート）
①生徒の進路実現に向けた取組が行われている
かどうか。
（生徒アンケート）
②学校では、進路を考える指導が適切に行われ
ているかどうか。
③学校では、進路選択についての情報が十分に
提供されているかどうか。

B

・各学年において外部模試等を実施するとともに、補
習を実施した。高校３年においては志望校別に，大
学の名を冠した講座を中心に26講座開講した。また
中学１年～高校２年においては，考査や模試の成績
をもとに，上位層を伸ばす講座および下位層をフォ
ローする講座を開講した。
・コロナ禍のなかで、中３・高１を対象とした東大・京大
見学会をリモート実施した。
・高２生を対象とした冬季セミナーは学校において通
いで実施した。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」76.8％であるが、
　「そう思う」だけでは中学校では23.8％。
②「（どちらかと言えば）そう思う」77.4％
③「（どちらかと言えば）そう思う」73.1％

・各学年に応じた進学セミナーを有効的に実施する。
大学入試改革への対応の一つとして、学習や課外活動
等の取組や成果などについて、ポートフォリオ化をより充
実させていく。
・特に中学校での進路指導、キャリア教育の充実を図る
必要があり、当該学年及び進路指導部を中心に検討し
ていく。

生徒の進路実現に向けた取組が十分に工夫さ
れ適切に実施されています。改善方策に示され
た、全体指導と個別指導の両面からのアプロー
チも適切であると考えます。

（６）
生徒指導 B

項目ごとの評価（４段階評価　　　A:極めて達成度が高い　　　B:概ね達成できている　　　　C：課題を残している　　　　D：課題が多く速やかな改善が必要）　

評価
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中項目 小項目 具体的方策（評価指標・観点） 成果と課題 改善方策 第三者委員からの意見

（１）
組織運営

校内会議の運営と位置づ
け

学年主任会議、校務分掌の長による校務運営会
議、職員会議を定期的に開催し、全教職員が課
題意識を共有できるように努める。

A

・左記の会議を開催し、報告・相談・連絡により、情報
や課題意識について教職員間で概ね共有することが
できた。

・校務運営委員会及び各委員会をより機能を生かしなが
ら、学校運営のさらなる活性化を図る。

適切に学校組織の運営が進められていま
す。

① 校内研修

教職員の資質及びスキルを高めるため、校内研
修を実施する。

B

・教務部の主導による研究授業を実施することができ
た。また、観点別評価に関して講師を招聘して研修会
を実施した。
・定期的な人権職員研修を年５回おこなった。

・ＡＬ型授業やＩＣＴを活用した授業研究を推進する。 研修すべき課題が様々ある中、優先度の
高いものから校内研修を着実に実施されて
います。

② 校外の研修への参加

教職員の資質及びスキルを高めるため、校外で
の研修にも積極的に参加する。

B

・予備校が主催する学習指導スキル向上等の研修会
はコロナ禍のなかで、多くがリモートによる実施となっ
たが、のべ４９名の教員が参加した。また、県立教育
研究所が開催する研修会にも参加した。

・教科指導に関する研修の成果を各教科等で一層共有
していくことが必要である。

先生方は積極的に校外での研修会に参加
しておられます。

（３）
安全管理 危機管理体制について

教員の安全管理の意識を高め、生徒が安全で安
心して過ごせる環境作りに努める。
（保護者アンケート）
①登校時の安全指導が適切に行われているかど
うか。
②新型コロナウイルス感染症の感染対策が適切
に行われているかどうか。
（生徒アンケート）
③学校では、防災訓練を通して、災害時や非常
時の避難経路の確認が行われているかどうか。
④学校では、登校時の安全指導が適切に行わ
れているかどうか。
⑤学校では、新型コロナウイルス感染症の感染
対策が適切に行われているかどうか。

A

・防災避難訓練では火災による避難を想定し、シェイ
クアウト訓練もおこなった。また、熱中症等を防止する
ための救急法等講習会、自転車安全運転のための
指導を継続実施した。
・新型コロナウイルス感染症の感染対策として、全生
徒分の飛沫防止ガードを用意し、食事時等の感染防
止の徹底を図り、クラスターの発生を抑えた。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」85.8％
②「（どちらかと言えば）そう思う」86.8％
③「（どちらかと言えば）そう思う」75.5％
④「（どちらかと言えば）そう思う」82.2％
⑤「（どちらかと言えば）そう思う」82.4％

・引き続き、防災避難訓練、救急法等講習会、自転車安
全運転のための指導を、工夫しながら実施していく。特
に自転車マナーについての指導を徹底して行う。
・今後も可能な限りの新型コロナウイルス感染症の感染
対策を実施していく。

防災避難訓練やウイルス感染対策の取組
など、安全な学校生活を守る取組が適切に
なされています。また、危機管理体制も十
分に機能してることが、保護者、生徒双方
のアンケートからうかがえます。

（４）
保健管理

保健指導・教育相談につい
て

生徒の健全な心身の発達を促すとともに、必要
な情報の収集及び啓発に努める。
（保護者アンケート）
①スクールカウンセリングの体制が整い、必要な
ときに活用できるかどうか。
（生徒アンケート）
②必要なときに保健室やカウンセリング室で悩み
の相談ができるかどうか。

B

・健康診断を通じた保健指導等をおこなった。また、
食物アレルギー事故防止に努めた。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」78.0％
②「（どちらかと言えば）そう思う」65.4％

・スクールカウンセラーと教職員との情報交換を定期的
に実施する。
・教育相談体制について生徒・保護者への周知が必要
である。
・教員はSCの専門的な意見を仰ぎ、生徒対応に活かし
ていく必要がある。

必要な保健管理の取組がなされています。
また、課題に対する改善方策も適切である
と考えます。

① 地域との連携について

地元自治会や近隣の福祉施設と連携しながら、
地域とのつながりを深める活動をおこなう。

A

・コロナ禍にあって十分に地域との連携行事ができな
かった。
・「近畿ＳＳＨ環境活動フォーラム」を本校主催で実施
し、里山の再生整備について学術交流ができた。ま
た、地域の小学生を招いて「奈良学塾（里山をそだて
るクラブｰ入門編ｰ）」を開催した。

・近隣住民の学校に対する信頼を深めるために、通学マ
ナーなど、日常の生徒の行動に対する指導を徹底す
る。
・各行事をより充実させ、本校教育活動を理解いただくよ
うに努める。

感染症拡大の影響により、地域との連携に
よる行事の実施が難しい中、「奈良学塾」な
ど、生徒の成長につながる地域連携の取
組が着実になされています。

② 保護者・育友会との連
携について

保護者との懇談等をとおして、学校との共通理解
を図る。
（保護者アンケート）
①保護者会や三者懇談、学年だよりを通して、学
校の様子をうかがい知ることができるかどうか。 A

・1学期に１回、2学期に１回、学年ごとに保護者会をも
ち、学校と保護者の相互理解を図った。育友会活動
がなかなか実施できないなかで、育友会の役員の方
と学校管理職との懇談の場を３回設けることができ
た。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」87.2％

・本部役員との定期的な懇談を計画するとともに、学校
評価委員会に参加いただくように評価委員会をより組織
化していく。

保護者会等の機会が十分に設定できてお
り、保護者とのコミュニケーションが十分に
とれていると考えます。

（６）
施設・設備 教育環境の整備について

全教職員が連携して学習環境を整備する。
また、既存の教育施設の補修も計画的におこな
う。 B

・校務システム更新を進めることができた。また、必要
に応じて、既存設備の改善・補修に努めた。

・学校施設の長寿命化を図るために計画的な整備計画
を検討する。

学習環境整備の基盤となる校務システムの
更新がなされ、また、設備の補修等につい
ても適切に進められていることがうかがえま
す。

項目ごとの評価（４段階評価　　　A:極めて達成度が高い　　　B:概ね達成できている　　　　C：課題を残している　　　　D：課題が多く速やかな改善が必要）　

（２）
研究・研修 B

A
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（５）
家庭・地域
との連携
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中項目 小項目 具体的方策（評価指標・観点） 成果と課題 改善方策 第三者委員からの意見

① 個人情報の管理・保護
について（未）

学校法人奈良学園個人情報保護基本方針に則
り、個人情報の管理について周知徹底する。 A

・個人情報管理については、全職員に注意徹底を図
るよう促し、適切に対応できた。

・常に教職員に生徒個人情報の管理を厳重に行うよう指
示し、継続して注意喚起を行う。

個人情報の管理・保護について適切に実
施されています。

　情報の提供について

ＨＰ等を通して、本校の教育活動に関する情報
や資料の公開・提供に努める。
（保護者アンケート）
①学校のホームページから最新の情報や必要な
情報を得ることができるかどうか。

B

・ＨＰ上で、学校行事等の様子を伝え、情報提供に努
めた。
＜アンケート結果＞
①「（どちらかと言えば）そう思う」75.3％

・ＨＰを刷新し、外部の方にもわかりやすい情報発信に
努める。

HP上で、教育活動等の情報提供が適切に
なされています。様々な媒体の活用の可能
性も検討されながら、さらに情報発信に努
められることを期待します。

① 広報活動について

受験生保護者や子どもたちに対し、本校の特徴
や教育内容を周知する。

B

・コロナ対策の観点から、少人数による学校見学会を
６回実施するとともに、中学入試説明会を２回、高校
入試説明会を１回実施した。

・本校の特徴やよさをより理解していただくよう、学校見
学会・説明会、塾等での説明会におけるプレゼンテー
ションの方法等について工夫・改善を継続して行い、志
望者の増加を目指す。

受験生等に対し、説明会の機会を十分に
設定し発信しておられます。HPやその他
媒体での発信なども有効ではないかと考え
ます。

② 入試事務について

入試問題作成、事務作業、採点・発表作業など、
入試全般にわたる作業を滞りなく実施する。

A

・守秘義務を徹底したうえで、厳正な入試を行った。
また、Web出願・採点方法を改善により、入試事務を
より円滑に進めることができた。

・今後も、守秘義務を徹底したうえで、厳正な入試を行っ
ていく。
・中・高の入試実績の分析を適切に行い、入試のあり方
の検討に役立てる。

入学試験事務が、全般にわたり適正に実
施されています。

（７）
情報管理

・提供
B

（８）
入試及び広

報活動

項目ごとの評価（４段階評価　　　A:極めて達成度が高い　　　B:概ね達成できている　　　　C：課題を残している　　　　D：課題が多く速やかな改善が必要）　
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